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大町ひじり学園入学式
桜がピンク色の花をいっぱいつける頃は、入園、入学、進級など、
こどもたちにとっても新しいスタートの季節。
大町ひじり学園小学部でも、
子どもたちの弾けるような笑顔がいっぱい。
さあ、お友だちをたくさん作って、元気に遊ぼう!!
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　大町保育園で入園式が行われ、22人
の園児が仲間入りしました。

　桜の花が美しく咲きそろう４月、大町
保育園入園式、大町ひじり学園入学
式・進級式が行われ、子どもたちの夢と
希望に満ちあふれる新しい生活がス
タートしました。

入園式・入学式・進級式入園式・入学式・進級式
大町保育園4月4日
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入園式・入学式・進級式～新しい生活に夢と希望を膨らませ～～新しい生活に夢と希望を膨らませ～

　大町ひじり学園の入学式・
進級式が中学部体育館で行
われました。
　新生活に胸を高鳴らせる
１年生38人と、真新しい制服
に身を包み決意新たに中学
部へ進級する７年生40人が、
新たな学校生活をスタートさ
せました。

大町ひじり学園大町ひじり学園4月11日
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消費税軽減税率制度及び軽減税率対策補助金制度説明会のご案内

児童扶養手当の額が改定されます

白石警察署が新庁舎に移転します。

６月１日
業務開始予定

　10月1日からの消費税率引き上げ(8%→10%)に伴い、消費税の軽減税率制度及び軽減税率対策
補助金制度に関する説明会を開催します。
　どなたでも参加可能です。また、参加費は無料となっておりますので、皆さまのご参加をお待ちし
ております。

　児童扶養手当は、ひとり親で児童を養育している家庭の生活と自立を助けることを目的に支給さ
れる手当です。平成30年全国消費者物価指数の実績値(対前年比+1.0%)が公表され、その結果、平
成31年度の児童扶養手当については1.0%引き上げられ、次のとおりとなります。

　白石警察署は庁舎建て替えのため、大町町福母の大町幹部
派出所で運用していましたが、６月１日から新庁舎に移転しま
す。

詳しくは 〒843-8686　武雄市武雄町大字昭和12-10　
武雄税務署　☎０９５４(２３)２１２７

詳しくは 子育て・健康課 子育て支援係　☎(８２)３１８６

詳しくは 白石警察署　☎（８４）２０２１（電話番号は変更ありません）

平成31年4月からの児童扶養手当額(月額)

白石の杜

至江北町

国
道
２
０
７
号

至鹿島市

白石警察署

スーパー
モリナガ
白石店

※事前申し込みは不要で
す。先着順ですので、定員
になり次第締め切らせて
いただきます。
※駐車場に限りがあります
ので、お越しの際は公共
交通機関をご利用くださ
い。

開催日 開催時間 会　場 定員

６月10日（月） 武雄市文化会館　２階小ホール
（武雄市武雄町大字武雄5538-1）

６月12日（水） 有明公民館　２階ホール
（杵島郡白石町大字坂田275-1）

６月21日（金）

10：30～12：00

13：30～15：00

10：30～12：00

13：30～15：00

13：30～14：30

15：00～16：00

　　　　　　　　　　　全額支給　　　　　　　　一部支給

第1子　　　　　　　　42,910円　　　　　42,900円～10,120円

第2子加算額　　　　　10,140円　　　　　10,130円～  5,070円

第3子以降加算額　　　　6,080円　　　　　  6,070円～  3,040円

400人

400人

100人

100人

40人

40人

武雄市文化会館　２階中集会室Ｂ
（武雄市武雄町大字武雄5538-1）
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※裁判書類作成や簡裁訴訟代理の援助が必要なのに資力がない方のために、司法書士費用などを立替え 
　る「民事法律扶助制度」もあります。お気軽にご相談ください。
※公益社団法人成年後見センター・リーガルサポートは、高齢者、障がい者等の権利の擁護及び福祉の
　増進に寄与することを目的として、司法書士により組織された団体です。

　令和元年5月23日(木)から大町町一部地域におい
て、携帯電話の新しい電波利用を開始いたします。
　開始に伴い、テレビ映像に影響の出る可能性があ
る地域にチラシが配布されます。

　影響が出た場合は一般社団法人700MHz（メガ
ヘルツ）利用推進協会より委託を受けた対策員が
回復作業（※）を行いますので、以下のコールセン
ターまで連絡をお願いいたします。
※回復作業は協会負担にて実施する為、費用を請
求する事は一切ありません。

　町では、高齢者や障がい者をはじめと
する全ての町民の皆さんが、住み慣れた
地域の中で支え合い、助け合いながら生
活することのできる地域を目指して「大
町町地域福祉計画」の5年計画(2019年
度～2023年度)を策定しました。
　なお、策定した計画のパンフレットを
ご覧になりたい方には、福祉課にてお渡
しします。

詳しくは

毎週  月・木  18時～20時
佐賀県司法書士会

詳しくは 福祉課福祉係　☎(８２)３１８５

佐賀県司法書士会
（公社）成年後見センター・リーガルサポート佐賀支部
〒840-0843　佐賀市川原町２番３６号　　☎（２９）０６２６

司法書士による

司法書士電話無料相談のご案内 ☎０９５２-２９-０６３５

成年後見、相続遺言、登記、
借金問題のこと、
話してみませんか

困ったこと、悩んでいることがございましたらお気軽にご相談ください。

●相続・遺言・登記・空家問題
●借金問題（多重債務）、破産
●会社設立・役員変更
●民事上の争い、少額訴訟、
　労働トラブル

毎週  火  18時～19時半
リーガルサポート佐賀支部

●相続・遺言・登記のこと
●成年後見、任意後見のこと
　例→年金が母のために使われていないみたい

　　　知的障がいのある子どもの将来が心配

相談内容は、担当者以外に
伝わらないよう、秘密を厳
守いたします。

電話無料法律相談

テレビの視聴に関するお知らせ大町町地域福祉計画を
策定しました

（チラシみほん）（チラシみほん）

【お問い合わせ先】
700MHzテレビ受信障害対策コールセンター
電話番号：0120-700-012 または
              050-3786-0700（有料）
受付時間：午前9時～午後10時
（土日・祝祭日および年末年始を含む）

月替わりの特売を
店内にて行っています。ご来店ください。

肉屋直営
黒毛和牛専門店

大町TEL0952-82-2475

三夜待デー

焼肉三夜待
毎月3日・13日・23日 肉類が旨い・安い

月末29日

６月10日（月）

６月21日（金）
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[　]は主催・主管　ただし
[遊]：遊ゆうスポーツクラブ　[文]：文化連盟
[教]：教育委員会　[体]：体育協会　[学]：ひじり学園
を表します
（　）は場所
期日・場所等は変更になる場合もあります。開催間近の
広報・チラシ等でご確認ください。

●問い合わせ先
　[教][体][大町町]　➡町教育委員会　☎82-3177
　[文][町民会議]　　➡大町町公民館　☎82-2177

3日
第29回大町町民ゴルフ大会［体］
（武雄ゴルフ倶楽部）

４日
第21回ペタンク大会［遊］
（健康広場）

1日
第22回ペタンク大会［遊］
（健康広場）

4日
第10回大町町民ボウリング大会
［体］（メリーランドタケオボウル）

19～21日
分館対抗ナイターソフトボール
大会［体］（町民グラウンド）

2日
大町温泉ひじり乃湯杯グラウン
ドゴルフ大会［遊］
（町民グラウンド）

8日
後期分館対抗スローピッチソフ
トボール大会［体］
（町民グラウンド）

28日
第34回スポーツ吹矢大会［遊］
（公民館）

29日
ミニバレー愛好会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ）

12日
前期分館対抗スローピッチソフ
トボール大会［体］
（町民グラウンド）

26日
大町ひじり学園体育大会［学］
（ひじり学園北グラウンド）
ミニバレー愛好会交流大会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ）
県さわやかスポレク祭［教］
（佐賀・多久・小城）

9日
分館対抗ソフトバレーボール大
会［教］
（飲む応援スポーツアリーナ）

16日
第38回大町町卓球大会［体］
（飲む応援スポーツアリーナ）

22日
第33回スポーツ吹矢大会［遊］
（公民館）

7日
町民ミニテニス大会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ）

13日
町協会ゲートボール夏期大会
［体］（宮浦町ゲートボール場）

13・14日
杵島武雄地区中学校総合体育大
会［学］

16日
ラージボール卓球大会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ）

20日
第22回ダーツ大会［遊］（公民館）

29日～8月2日
ジュニアボウリング教室［教］
（メリーランドタケオボウル）

令和 5月 6月

8月7月 9月

元年度

町民    ふれあいカレンダー
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5日（予定）
子ども浮立大会［町民会議］
（健康広場）

13日
第53回大町町民運動会［教］
（町民グラウンド）

18日
秋のさわやか佐賀銀行杯グラウ
ンドゴルフ［遊］
（町民グラウンド）

１日
元旦ウォーク［教］

4日
成人式［大町町］（公民館）

5日
大町町弓道新年射会［体］
（弓道場）
協会初打ちゲートボール［体］
（宮浦町ゲートボール場）

10日
初打ちグラウンドゴルフ大会
［遊］（町民グラウンド）

18日
第24回ダーツ大会［遊］（公民館）

26日
新春ラージボール卓球大会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ）

6日
第24回ペタンク大会［遊］
（健康広場）

14日
新春懇親グラウンドゴルフ大会
［遊］（町民グラウンド）

7・8日
大町町聖杯争奪少年野球大会
［体］（町民グラウンド）

22日（予定）
大町町スポーツレクリエーショ
ンまつり［実行委］
（飲む応援スポーツアリーナ）

28日
第36回スポーツ吹矢大会［遊］

14日～16日
郡市対抗県内一周駅伝大会
（県内一円）

未定
大町町親善少年サッカー大会
［体］（ひじり学園南グラウンド）

1～4日
大町町ふるさと文化まつり［文］
（公民館）

2日
第23回ペタンク大会［遊］
（健康広場）

9日
文化発表会・きらきら集会［学］
（ひじり学園）

21日
第35回スポーツ吹矢大会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ）

未定
大町町柔道大会［体］
（ひじり学園武道場）

17日
分館対抗ミニバレー交流会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ）

24日
第15回順天堂杯グラウンドゴル
フ大会［遊］（町民グラウンド）

19・20日
第72回県民体育大会

26日
大町町杯ゲートボール大会［体］
（宮浦町ゲートボール場）
　　　
27日（予定）
ソフトバレー大会［遊］
（飲む応援スポーツアリーナ）

11月 12月

2月1月

10月

3月
金
6
13
20
27
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介護保険在宅認定調査員募集
　杵藤地区広域市町村圏組合介護保険事務所では、介護保険法に基づく杵藤地区管内の認定調査及び調
査票作成を行う「在宅認定調査員」を募集しています。
◆募集人員　若干名
◆雇用期間　令和元年6月3日～令和2年3月31日(勤務成績で雇用期間の更新有)
◆応募資格　昭和29年4月2日以降に生まれた人
　　　　　　保健師・看護師・准看護師・介護支援専門員のいずれかの資格を有し、認定調査の経験があ
　　　　　　る人。また、自宅にインターネットを接続しているか接続可能な人
◆勤務形態　介護保険事務所に出勤する必要はなく、自宅を拠点に業務を行います。
　　　　　　(自己所有車を使用)
◆報 酬 額　認定調査1件当たり5,300円
◆調査件数　1月当たり15件～30件程度(本人の希望により調整)
◆応募方法　次の書類を杵藤地区介護保険事務所に郵送かご持参ください。
　　　　　　①市販の履歴書(顔写真添付)②資格等を証明する書類の写し
◆選考方法　書類選考及び面接(面接の日時、場所等については後日連絡)
◆募集期間　5月7日～5月20日(土日祝日を除く)
　　　　　〒849-1304　鹿島市大字中村917-2
　　　　　杵藤地区広域市町村圏組合　介護保険事務所　認定係　☎０９５４（６９）８２２７
詳しくは

大町遊ゆう
スポーツクラブだより
大町遊ゆう
スポーツクラブだより
大町遊ゆう
スポーツクラブだより

　今、総合型地域スポーツクラブは、コミュニティーの核と
して期待されています。
　全国には3,500を超えるクラブがあり、クラブ同士の連携
が行われるようになりましたが、地域団体や資源とのつな
がりが必要不可欠であります。新たな一歩を踏み出すため
に、クラブの自立に向けて広がる未来像を探ると共に、クラ
ブが点から線へ、線から面へつながるよう思いを共有する
ことが大切だと考えます。
　また、総合型地域スポーツクラブに課せられた地域課題
を「スポーツの力で活力ある地域づくり」を合言葉に、ひと
つの節目であります2020年に向けて、クラブの果たすべき
役割と今後の方向性を協議する機会ととらえております。
【今後の課題】
　①生涯スポーツの担い手としての役割
　②地域住民の健康増進
　③スポーツ文化の裾野を広げ、スポーツ文化人口を増やす
　　こと
　④誰もが生涯にわたりスポーツを楽しめる環境整備
　⑤運動に親しむ人を増やし、地域の活性の創出を図る
　⑥スポーツ文化の意義を伝える場所づくりとしての「クラ
　　ブハウス」の創立
○遊ゆうスポーツクラブ事務局
　南川　☎０９０（８３９４）３４５４



詳しくは 大町町商工会 ☎（82）5555
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思い出のアルバム

その19SWEN SWEN SWEN SWEN SWEN SWEN商 工 会

おおまち
れあい広場
ふ
れあい広場
ふ

このコーナーに掲載ご希望の方は
企画政策課広報統計係まで
ご連絡ください。    （82）3112
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商工会会員を募集中！
　思い出のアルバム19ページ目からは再び道具シリーズで少し
珍しいものを紹介していきたいと思います。
　今回は「計算尺」です。
固定された上下の尺と、自由に動く中間の尺、同じく自由に動く
カーソルという指標で構成されます。
　計算の原理や使い方を書くにはスペースが足りませんが、大
きな数の掛け算割り算、２乗・３乗や平方根・立法根、三角関数の近
似値まで素早く求めること
ができ、関数電卓が普及す
るまでは技術者必携の道具
でした。ある用途に特化した
ものは現在でも使われてい
るようです。

　商工会では、地域事業者の経営相談・税務相談・融資
相談・各種セミナー、研修会等を実施し支援いたして
おります。町内で商工業を営んでいる個人又は法人で
未だ加入されていない事業者の方々、経営の良きパー
トナーとして、ぜひ入会をご検討ください。

入会のメリットは？
●講習会・研修会・交流会を実施しており、補助金の活
用など経営に役立つ情報を入手できます。
●融資のご相談や売上増のための経営相談、また専門
家による個別指導も無料で受けられます。
●年末調整や所得税、消費税の確定申告を代行します。
●異業種の集まりである商工会に加入することで仕
事の幅が拡がります（新たな取引先がみつかること
もあります）。
●組織の大きさを活かした割安の生命・傷害共済等に
加入できます。
●記帳や労働保険に関する事務手続きを代行します。
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oh  machiの情報
町営住宅空き室情報

　　　　　　　　　　　※平成31年3月31日現在
犯罪発生件数22件(うち窃盗犯15件)
窃盗犯の主なもの
　自転車盗3件、万引き4件、車上ねらい3件、
　空き巣・忍び込み等1件

白石署管内　犯罪の発生状況

詳しくは

（団地名）　　　（空き室状況）　　（予備者登録数）
・京ノ尾団地　　　 2戸　　　　　0件
・浦川内団地　　　1戸　　　　　 0件

※杉谷団地、千場団地、泉団地については、
　入居募集を行っていません。

おおまちInformation
平成31年3月分 町長交際費

※平成31年4月15日現在

農林建設課管財係　☎（８２）３１５１詳しくは 企画政策課広報統計係　☎（８２）３１１２

種別

金額

件数

24,100円

5件

34,100円

6件

合　計慶　祝

10,000円

1件

会　費

詳しくは

詳しくは

　65歳になられる人を対象とした介護保険の説明会を、次のとおり開催します。対象者には通知および資料
を送付します。本人が出席できない場合は、家族の人の出席も可能です。
　また、介護保険について知りたい人など、どなたでも参加いただけます。
◆日時・場所

　町で取り組んでいる「ふるさと応援寄附金事業」の返礼品として、商品やサービスを提供する町内の法
人、団体又は個人事業者を募集します。 
　生産品等のＰＲ、販路拡大などに是非ご活用ください。
　　　　　企画政策課　まちづくり政策係　☎（８２）３１１２
　　　　　佐賀県大町町まちづくり振興会　☎（７１）３３００

介護保険65歳到達者説明会

ふるさと応援寄附金返礼品の協力事業所の募集について

令和元年5月　　令和元年7月　　令和元年9月　　令和2年1月
  27日(月)　　　　29日(月)　　　　30日(月)　　　27日(月)
　　　午後2時から1時間程度(受付開始は、午後1時30分)
　　　　町総合福祉保健センター「美郷」1階会議研修室

杵藤地区広域市町村圏組合　介護保険事務所　☎０９５４（６９）８２２２
町役場地域包括支援センター（美郷内）　☎（８２）３１８７

お買い物は大町町内で



　私たちの日常生活は、行政(役所の仕事)と深くつながっており、税金、年金、
保険、道路など多岐にわたっています。「道路の段差を改善してほしい」「役所
の処理に納得がいかない」など、悩んでいる方はいませんか？
　町では、総務大臣に委嘱された、行政相談員の田中廣行さんが親身になっ
てご相談に応じます。お気軽にご相談ください。
　　　　　総務課　☎(８２)３１１１

◆日時　5月23日(木)午前10時　開式
◆場所　町総合福祉保健センター「美郷」
　　　　　福祉課福祉係　☎（８２）３１８５

人口 転入 転出 出生 死亡 前月比

ひとの動き

行政への苦情や要望はお気軽にご相談ください

oh  machi13

（単位：人）
※平成31年3月31日現在　（住民基本台帳）

 16
10
26

  36
35
71

  2
4
6

  6
4
10

－24
－25
－49

男
女
総数

2,988
3,476
6,464

◎世帯数　2,750世帯（前月比 －5世帯）　　　　

困りごと相談

 

町内各機関
電話ご案内

役場(代表) 
総務課  
企画政策課  
町民課(窓口)  
〃 (国保年金係)  
〃 (税 務)   
生活環境課  
農林建設課  
会計課 
議会事務局
教育委員会事務局
福祉課(福祉)  
福祉課(介護) 
子育て・健康課 
暮らし相談室 

公民館
スポーツセンター 
老人福祉センター
大町ひじり学園
　小 学 部
　中 学 部
学校給食センター
大町保育園 
大町郵便局 
大町東郵便局
大町幹部派出所
(緊急通報は、局番なし110)

大町消防分署
(緊急通報は、局番なし119)

社会福祉協議会
ひじりの里
(情報プラザ)

＊仕事が長続きしない
＊仕事が決まらない
＊生活費に困っている　など

　生活の不安や心配ごとなど
お気軽にご相談ください

佐賀県生活自立支援センター
受付　午前10時～午後８時
　　　☎（２０）００９５

無料

☎ 82-3111
☎ 82-3111
☎ 82-3112
☎ 82-3113
☎ 82-3114
☎ 82-3115
☎ 82-3116
☎ 82-3151
☎ 82-3156
☎ 82-3159
☎ 82-3177
☎ 82-3185
☎ 82-3187
☎ 82-3186
☎ 82-3152

☎ 82-2177
☎ 82-4644
☎ 82-5082

☎ 82-2036
☎ 82-3341
☎ 82-2461
☎ 82-2165
☎ 82-2042
☎ 82-2200
☎ 82-3121

☎ 82-3950

☎ 71-3001

☎ 82-2500

0800-200-4373

防災行政無線電話応答
サービス（通話料無料）

 介護保険要介護（要支援）認定の有効期限が、令和元年5月31日（金）まで
の方で、引き続き、要介護認定を希望される方は、5月31日（金）までに町
役場福祉課で更新の手続きをしていただく必要があります。お手元の介
護保険証でご確認ください。

介護保険要介護（要支援）認定更新の手続きはお済みですか？

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

　日本赤十字社は、赤十字の創設者のアンリー・デュナンの誕生日（5月8日）で
ある世界赤十字デーや日赤の創立記念日（5月1日）など赤十字に縁のある5月
を赤十字運動月間と定め、「赤十字会員増強運動」を全国一斉に展開します。
　この運動の目的は、近年頻発する大規模災害等における救護活動や紛争犠
牲者、発展途上国の人々を救援するための国際活動を筆頭に、「救急法」をは
じめとする「いのちと健康を守る講習」の普及、「看護師の養成」、血液事業並
びに医療事業など人的諸事業を多くの方々にご理解いただくことです。
　そして「人道・博愛」を根底とした赤十字思想の普及を図るとともに、活動
資金を拠出して赤十字活動を支えてくださる「赤十字会員」への加入をお願い
するものです。どうか、赤十字会員として赤十字活動にご参加いただき、温か
いご支援を賜りますようお願いいたします。
　　　　　日本赤十字社佐賀県支部  総務課　☎(２５)３１０８

5月は赤十字運動月間です

　    募集科目　　　  定員　　　　　　　　　訓練期間

　電気設備施工科　　15名　　【5か月間】　令和元年7月2日（火）から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年12月25日（水）まで

◆対 象 者　ハローワーク所長から受講指示又は受講推薦を受けた方
◆募集期間　4月22日（月）～5月29日（水）　　
◆入所選考　6月5日（水）※筆記試験及び面接　　
◆受 講 料　無料（※テキスト代等は自己負担）
◆応募方法　公共職業安定所にてご相談の上、応募書類を提出してください。
　　　　　ポリテクセンター佐賀　☎（２６）９５１６

職業訓練受講生募集（令和元年7月入所生）

令和元年度　大町町戦没者追悼式

福祉課高齢者支援係　☎（８２）３１８７

お買い物は大町町内で



学ぼう認知症!
認知症サポーター養成講座

世代を超えてスポーツ交流
スポーツレクリエーションまつり

oh!machi!
Town News
まちのかわら版

3月24日

3月3日
4月12日

3月8日

　大町ひじり学園の4年生を対象
に「認知症サポーター養成講座」が
開催されました。
　児童たちは「認知症ってなんだ
ろう？」を題材にした講話や寸劇
を通じて、認知症の方が身近にいることや、本人とそ
の家族の思いを学び、自分にできることなどについて
話し合いました。
　養成講座を受講した児童たちは、認知症サポーター
の証として、オレンジリングを手渡され「認知症のあ
る人を見かけたら優しくお話して、思いやりのある行
動をしたい」と話していました。

　「第26回大町町スポーツレクリエーションまつり」
が飲む応援スポーツアリーナ（町スポーツセンター）
のほか、町内の各会場で開催されました。
　カローリングなど様々なニュースポーツ体験コー
ナーや参加者による交流戦が設けられ、大人から子ど
もまで世代を超えて一緒にスポーツを楽しみました。

防災について楽しく学ぶ
親子で一日消防士体験遅咲きの「八重桜」が咲き誇る

大谷口八重桜 　白石消防署において「親
子で一日消防士体験」が開
催されました。
　これは、白石消防署管内
の園児たちに、日頃、消防士
たちが行っている様々な訓
練を体験してもらうこと
で、消防活動への理解を深めてもらう目的で開催され
たものです。大町保育園からは9人の園児とその保護
者が参加しました。
　防火衣に身を包んだ園児たちは、放水訓練を行った
り、火災現場で使用する救助用の機材などに触れ、目
を輝かせていました。

　大谷口の仏法ため
池を北に上ったとこ
ろに、今年も大きな
八重桜の花が咲きま
した。
　一般的な桜は花び
らが5枚であるのに対し、八重桜は花びらの枚数が決
まっておらず、ポンポンのようにたくさんの花びらを
つけます。
　4月中旬から5月上旬まで美しい花を咲かせてくれ
ますので、一足遅れの桜を見に出かけてみませんか。

oh  machi 14



心ふれあう・支え合いの
地域づくり
おおまち福祉のつどい

ORIGAMI文化を拡げたい
折紙講師認定報告

oh!machi!
Town News
まちのかわら版

4月11日 地域は私たちが守る!!
消防団入退団式

4月6日

3月16日

　「第11回おおまち福祉のつどい」が美郷で開催され、500人を
超える人が訪れました。
　つどいでは、地域福祉に貢献された方々を表彰し、また町へ寄
附をされた方々へ感謝状が贈られました。
　その後、ボランティアによる笑いとユーモアを交えた寸劇が
行われ、来場者たちは地域の支え合いの大切さを感じていまし
た。
　この他、子どもたちの作品
展示やキッズ体験コーナー、
バザー、お茶会の席などが設
けられ、子どもから大人まで
が楽しいひと時を過ごしまし
た。

　この日、健康づくりの推進と生活支援や
支え合いに必要なことを話し合う場として
「生活支援体制整備事業協議体(地域支え合
いづくり推進協議体)」の発足が宣言されま
した。
　これから、福祉分野に見識がある17人の
委員によって、協議が行われていきます。

　「大町町消防団入退団式」が町民グラウンドで挙行
され、109人の消防団員が集結しました。
　今年度の退団者16人、新役員10人、新入団員6人にそ
れぞれ辞令が交付され、新入団員を
代表して灰塚望さん(中通)が地域防
災の要としての責任と決意を誓いま
した。
　その後、永年にわたり消防活動に
尽力された団員に佐賀県知事表彰、
佐賀県消防協会表彰などが伝達され
ました。

　折紙サークルで活動している大宅智和さん(昭和通)
が町役場を訪れ、水川町長に「折紙講師」の認定報告を
行いました。
　折紙講師は、折紙文化普及の一環として、日本折紙
協会公認で設立された資格認定制度で、大宅さんは3
月1日に折紙講師の認定を受けました。
　大宅さんは「今後、全国各地での指導体験を積み重
ね、さらに専門知識を
習得し、国内だけでな
く海外でも折紙文化
の普及と指導にあた
りたい」と抱負を語ら
れました。
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5月5日から6月8日までの「日曜・祭日在宅医当番日」は次のとおりです。
外　科

9 5

白石町

大町町

白石町

白石町

白石町

白石町

稲富胃腸科外科　☎ (84)3027

川﨑整形外科医院　☎(82)5551

高島病院　☎0954(65)3129

古賀病院　☎(86)2070

森外科医院　☎0954(65)2059

白浜医院　☎0954 (65)5006

白石町

大町町

白石町

江北町

白石町

白石町

5

6

12

19

26

2

5

5

5

5

5

6

日

日

日

日

日

日

月

月

月

月

月

日

日・祝

月・振

日

日

日

日

原田内科医院　☎(87)3737

戸原内科　☎(82)2051

白石共立病院　☎(84)6060

有島病院　☎0954(65)4100

溝口医院　☎0954 (65)2046

かわぞえ内科クリニック　☎(37)5593
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5月5日～
  　6月8日

もぐもぐ教室／「美郷」
  5月10日(金)　午後1時～午後1時15分（受付）

対象者◇3か月～12か月児と保護者
携行品◇母子健康手帳、エプロン

健康相談／「美郷」
 5月  9日(木)
 5月23日(木)

午前9時～正午
※子どもから大人までこころとからだ
　の健康に関する相談を行っています。
※赤ちゃんの体重測定や大人の体脂肪
　測定、血圧測定なども行っています。

  5月  9日(木)
  5月23日(木)

午前9時～正午
携行品◇・妊娠届出書
　　　　・マイナンバーカード又は
　　　　　通知カードと写真付きの
　　　　　身分証明証　・印鑑　　

(病院から発行された方)

※日程が合わない方は、
　事前にご相談ください。

母子健康手帳交付日／「美郷」

期間限定!! 令和2年3月まで
子宮頸がん検診時にHPV検査が

受けられます！
　～佐賀県ではHPV検査費を全額助成～

  5月  7日(火）
  6月  3日(月）

午後1時～午後1時30分（受付）
対象者◇H31年2月生まれ
対象者◇H31年3月生まれ
携行品◇母子健康手帳、問診票

2か月児相談／「美郷」

  5月23日(木) 午後0時45分～午後1時15分(受付)
対象者◇H30年5月、8月、11月、
　　　　H31年1月生まれ
携行品◇母子健康手帳、問診票

乳児健診／「美郷」

　町の子宮頸がん検診(集団検診・医療機関での個
別検診)受診時と同時に検査ができます。

○対象者:30～44歳(年度末の年齢)
○自己負担額:無料(がん検診料金の負担あり)

予約または検査時に申し出てください。
検診結果によって次回の検診時期が異なります。
「異常なし」の場合は次回の子宮頸がん検診は3年
後になります。

★HPV（ヒトパピローマウイルス）とは？
　子宮頸がんの主な原因はHPVというごくあり
ふれたウイルスです。ほとんどの女性が一生に一
度は感染すると言われていますが、感染してもそ
のほとんどは自分の免疫力でウイルスを排除でき
ます。 しかし、約10%の人にウイルスが消失せず
持続感染することがあり、一部の人で細胞に変化
があらわれ、前がん病変(がんになる前の段階)や
子宮頸がんが発生する可能性があるといわれてい
ます。

  5月  8日(水) 午前10時～正午
対象者◇未就園児と保護者
携行品◇水筒、タオル
内　容◇大町保育園までお散歩

子育てサークルもこもこ／「美郷」

  5月22日(水)　午前10時～

デイケア／「美郷」

  5月28日(火) 　午後1時30分～（要予約）

子育て相談／「美郷」

フッ化物塗布（継続）／「美郷」
  5月16日(木)
　　

午後0時45分～午後1時15分（受付）
対象者◇フッ化物塗布継続者
携行品◇母子健康手帳

1歳6か月児健診／「美郷」
  5月16日(木)
　　

午後0時45分～午後1時15分(受付)
対象者◇H29年8月～H29年11月生まれ
携行品◇母子健康手帳、問診票、尿
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燃えないゴミ・缶類
（スチール・アルミ）

6 8

午後5時30分～午後7時
午後7時以降

生活環境課環境衛生係 （８２）３１１６17

ペットボトル
古紙

燃えないゴミ
乾電池

2019年/令和元年

令和元年度　家庭用合併処理浄化槽設置整備事業補助金のお知らせ

5 5
振替休日こどもの日

大町町では家庭用合併処理浄化槽を設置した方に補助金を交付しています。（事前申請）
また、令和3年3月末日まで条件付きで補助金額の加算を行っております。
予算の範囲内での交付となりますので、予算が無くなり次第終了します。

◆民生児童委員会
／午後1時30分　
　美郷
◆消費生活相談
／午前10時 町役場

◆町内巡回ウォー
　キング
／午前6時
　町公民館集合出発

◆女性のための市
　町巡回相談
／午前10時　美郷
◆町長対話室
／午後5時30分
　町役場

◆消費生活相談
／午前10時 町役場
◆絵手紙教室
／午前10時
　町公民館

◆無料法律相談
　（要予約）
／午前10時
　町役場

◆分館対抗スロー
　ピッチソフト　
　ボール大会
／午前9時
　町民グラウンド

◆町長対話室
／午後5時30分
　町役場
◆分館長会
／午後7時
　町公民館

◆区長会
／午前9時30分　
　町役場
◆消費生活相談
／午前10時 町役場

◆戦没者追悼式
／午前10時
　美郷

◆スポーツ吹矢
　例月記録会
／午前9時
　町公民館

◆司法書士による
　無料相談（要予約）
／午後2時 町役場
◆町長対話室
／午後5時30分 町役場

◆行政相談
／午前10時  美郷
◆心配ごと相談
／午前10時  美郷

◆第2回ひじり学園
　体育大会
／午前8時20分
　学校グラウンド
◆ミニバレー愛好者
　交流大会
／午前9時
　町スポーツセンター

◆町長対話室
／午後5時30分
　町役場

◆町長対話室
／午後5時30分
　町役場

◆女性のための市  
　町巡回相談
／午前10時  美郷

◆県内一斉ふるさと
　美化活動
／午前8時30分

◆特設人権相談所
／午前10時
　町公民館

 

 

区　分 大町町定住促進奨励金を
受ける者（従来どおり）

大町町定住促進奨励金を
受けない者

左記補助金額のうち加算額
※令和2年度までの経過措置

５人槽
７人槽
10人槽

332,000円
414,000円
548,000円

633,000円
733,000円
867,000円

（301,000円増額）
（319,000円増額）
（319,000円増額）

5

19

12

26

2

6

20

13

27

3

7

21

14

28

4

8

22

15

29

5

9

23

16

30

6

11

25

18

1

8

10

24

17

31

7
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大町町教育委員会学校教育だより38
大町ひじり学園は地域と共にある小中一貫校です！！

大町町第二期教育大綱「絆」
　平成31年3月26日（火）、水川一哉町長、船木幸博教育長、久本保夫教育長職務代理、雪竹厚子教育委員、小笠原
誠一教育委員、三好裕人教育委員の6名による総合教育会議が開催されました。平成27年度から7回にわたって水
川町長と教育委員で教育大綱の策定や義務教育学校への学校統廃合、町教育基本方針、教育予算等を協議してき
ました。8回目（今年度3回目）は、  大町町第二期教育大綱「絆」を策定 (平成31年4月公開） しました。今回は他にも、
虐待防止、体育館設備、家庭教育支援、移住・定住促進等幅広い分野について町長と教育委員の対話が行われました。
　教育委員会は、今後も政治的中立性を確保しながら、町長と教育政策の方向性を共有し、一致して学校教育行政
及び社会教育行政の執行にあたってまいります。
＜大町町第二期教育大綱「絆」＞
1　大綱の構成
　　 「目標」、5つの「基本構想」によって構成します。大綱は、「大町町総合教育会議」（町長と教育委員会で構成）に
　おいて協議されたうえで策定します。
　　主要施策については、「大町町教育基本方針」により教育大綱の実現をめざしていくこととします
2　目標
　　「歴史と文化が輝き人を育むまちづくり」　すべての町民が健康で豊かな人間性を培い共生社会の形成に向
　けて、一人一人が個性豊かに生きる教育の充実に努めます。
3　基本構想
 （1）教育の充実
　　子どもたちが生きる力を身につけ、個性や創造性を伸ばし、次の世代を担う人材として成長することができる
　よう、就学前教育の充実を図るとともに九州初の義務教育学校「大町ひじり学園」の特性を生かして、小中一貫教
　育とコミュニティ・スクールの取組の充実を図りながら、学力向上と情操教育を推進し、ふるさと大町を愛し誇り
　に思う子どもを育てます。
　　また、学習機会の拡充や体験学習、食育、特別支援教育、教育相談の充実に努め、時代のニーズに対応した子
　育て支援の推進を図ります。いじめ・虐待を覚知した場合は、緊急性をもって解決を図ります。
　　さらに、学校設備の充実を進めるほか、子どもの安全対策を推進します。
 （2）青少年の健全育成
　　青少年の育成に関わる関係機関・家庭・学校・地域が連携し、地域全体で育む環境づくりを進め、青少年と地
　域とのふれあい、社会的に自立する心を育成する活動を推進します。地域を担う若者の人材育成に努めます。
 （3）生涯学習の振興
　　町民一人ひとりが豊かに生きがいのある充実した生活を営み、活力に満ちた地域社会を形成するため、誰も
　が学べる学習環境を整備するとともに、町民の自発的な学習活動への支援を図ります。
 （4）文化・芸術の振興
　　地域に根ざした文化の継承と個性あふれる文化の創造に向け、町民主体の芸術・文化活動を一層促進してい
　くとともに、文化施設の充実を図ります。
　　また、土井家住宅など貴重な文化財や炭鉱の歴史資料や伝統文化の保存・活用を図ります。
 （5）生涯スポーツの振興
　　それぞれの年齢、趣味、体力に応じた生涯スポーツ活動を行うことができる環境づくりに向け、体育協会や各
　種スポーツ団体・クラブへの支援、指導者の育成・確保、体力・年齢等に応じたスポーツの普及を図ります。
　　また、民間スポーツ政策企業との連携を強め、町民グラウンドや飲む応援スポーツアリーナ（町スポーツセン
　ター）など、既存スポーツ施設の充実及び有効活用を図ります。
　さらに、2023年に佐賀県で開催される国民スポーツ大会・障害者スポ―ツ大会に向けた機運の醸成を図ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○教育委員会事務局学校教育係　☎（８２）３１７７
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議会だより
3月定例会

今回提案された議案の概要は
次のとおりです。

○
大
町
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

　

国
家
公
務
員
に
準
じ
、
時
間

外
勤
務
命
令
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
時
間
の
上
限
を
定
め

る
た
め
、
条
例
の
一
部
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

○
大
町
町
職
員
の
自
己
啓
発
等

休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
専
門
職
大
学
の
設
置
等
に
係

る
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
条
例
で
引
用
し
て

い
る
学
校
教
育
法
の
条
項
が

変
更
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

○
大
町
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
等
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
議
会
議
員
の
期
末
手

当
の
支
給
月
数
に
つ
い
て
条

例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

○
大
町
町
長
、
副
町
長
及
び
教

育
長
の
給
料
等
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
特
別
職
の
期
末
手
当

の
支
給
月
数
に
つ
い
て
条
例

の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で

な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費

税
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
に
よ
り
、
平
成
31
年

10
月
1
日
か
ら
消
費
税
率
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
条
例
の
一
部
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

○
大
町
町
病
院
事
業
清
算
特
別

会
計
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

に
つ
い

　
旧
町
立
病
院
事
業
の
清
算
を

終
え
る
こ
と
に
伴
い
、
病
院

事
業
清
算
特
別
会
計
を
廃
止

す
る
た
め
、
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

○
大
町
町
国
民
健
康
保
険
給
付

費
支
払
準
備
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
本
基
金
は
、
保
険
給
付
に
限

定
し
た
規
定
と
な
っ
て
お

り
、
広
域
化
後
の
現
行
制
度

で
は
、
保
険
給
付
に
必
要
な

費
用
は
全
額
県
か
ら
交
付
さ

れ
、
不
足
を
生
じ
る
こ
と
が

な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
条
例

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

○
大
町
町
国
民
健
康
保
険
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
負
担
の
年

度
間
の
平
準
化
及
び
国
民
健

康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営

を
図
る
た
め
、
新
た
に
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

○
大
町
町
議
会
議
員
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
議
会
が
住
民
の
代
表
機
関
で

あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
そ

の
選
出
母
体
で
あ
る
住
民
の

数
を
考
慮
し
、
ま
た
、
代
表

機
関
と
し
て
の
性
格
を
有
す

る
合
議
体
と
し
て
、
住
民
を

代
表
し
つ
つ
、
討
論
の
過
程

を
経
て
多
元
的
な
意
思
を
統

合
し
、
町
の
意
思
を
決
定
す

る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
規
模
が

必
要
な
た
め
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　
以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
　
例

条
　
例

す
。

○
大
町
町
職
員
給
与
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
人
事
院
及
び
佐
賀
県
人
事
委

員
会
の
給
与
勧
告
に
伴
い
、

一
般
職
の
給
料
月
額
、
勤
勉

手
当
の
支
給
月
数
等
に
つ
い

て
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

○
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
及
び
同
法
施
行
令

の
一
部
改
正
が
公
布
さ
れ
、

平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条

例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

○
大
町
町
水
道
使
用
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確

保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
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○
平
成
30
年
大
町
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号
）
に
つ

い
て

　
5
億
4
5
3
3
万
円
を
追
加

し
、
総
額
55
億
8
1
8
9
万

2
千
円
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）
に
つ
い
て

　
5
9
8
万
3
千
円
を
減
額

し
、
総
額
9
8
7
7
万
円
と

な
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）
に
つ
い
て

　
1
億
3
1
3
万
5
千
円
を
追

加
し
、
総
額
11
億
5
6
8
7

万
7
千
円
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
灌
漑
用

水
ポ
ン
プ
施
設
維
持
管
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）
に
つ
い
て

　
20
万
5
千
円
を
減
額
し
、
総

額
4
5
0
万
円
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
病
院
事

業
清
算
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）
に
つ
い
て

　
1
千
円
を
追
加
し
、
総
額
1

億
9
2
1
8
万
6
千
円
と
な

り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
大
町
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
3

号
）
に
つ
い
て

　
収
益
的
収
支
総
額
は
1
億

9
1
3
6
万
8
千
円
と
な
り

ま
す
。

○
平
成
31
年
度
大
町
町
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

　
総
額
37
億
7
8
0
0
万
円
と

な
り
ま
す
。

○
平
成
31
年
度
大
町
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

　
総
額
1
億
1
8
0
万
円
と
な

り
ま
す
。

○
平
成
31
年
度
大
町
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　
総
額
9
億
9
3
6
1
万
7
千

円
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
31
年
度
大
町
町
灌
漑
用

水
ポ
ン
プ
施
設
維
持
管
理
事

業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
総
額
8
3
8
万
8
千
円
と
な

り
ま
す
。

○
平
成
31
年
度
大
町
町
水
道
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
収
益
的
収
支
は
総
額
1
億

9
4
7
1
万
6
千
円
と
な
り

ま
す
。

　
資
本
的
収
入
を
総
額
6
千
円

と
し
、
資
本
的
支
出
は
総
額

3
9
4
6
万
9
千
円
と
な
り

ま
す
。

　
以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
土
地
改
良
事
業
に
関
す
る
事

務
委
託
の
変
更
に
係
る
協
議

に
つ
い
て

　
土
地
改
良
事
業
に
関
す
る
事

務
委
託
の
変
更
を
協
議
い
た

し
た
く
、
地
方
自
治
法
第

2
5
2
条
の
2
の
2
第
3
項

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
以
上
の
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
町
町
教
育
長
の
任
命
に
つ

い
て

　
・
船
木
幸
博
氏

　
が
任
命
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
町
町
議
会
の
議
員
定
数
削

減
に
関
す
る
請
願
書

　
こ
の
請
願
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
育
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
諸
　
石
　
重
　
信

議
員
　
近
年
、
就
業
率
の
高
ま

り
に
よ
る
共
働
き
世
帯
の
増
加

や
核
家
族
化
な
ど
の
要
因
に
よ

り
全
国
的
に
も
保
育
施
設
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

特
に
児
童
数
に
対
し
て
保
育
士

を
多
く
必
要
と
す
る
0
歳
児
か

ら
3
歳
児
ま
で
の
幼
児
保
育
の

需
要
は
、
そ
の
年
々
で
変
動
す

る
出
生
率
や
各
家
庭
の
事
情
等

で
予
測
が
つ
け
に
く
く
、
そ
の

ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た
保
育
施
設

請
　
願

請
　
願

他
の
議
案

他
の
議
案

予
　
算

予
　
算

一般
質問
編集／大町町議会・大町町企画政策課
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や
保
育
士
の
確
保
が
難
し
く
、

待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
る
な
ど

今
や
社
会
問
題
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

同
様
に
本
町
に
お
い
て
も
こ

う
い
っ
た
保
育
ニ
ー
ズ
は
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
が
、

移
住
・
定
住
を
奨
励
し
「
子
育

て
応
援
の
町
」
と
し
て
様
々
な

子
育
て
支
援
策
を
行
っ
て
い
る

大
町
町
と
し
て
は
、
本
町
が
行

う
保
育
事
業
に
関
し
て
ど
の
よ

う
な
基
本
方
針
を
持
た
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
毎
年
変
動
す
る
利
用

申
し
込
み
数
、
特
に
０
歳
児
か

ら
３
歳
児
ま
で
に
関
し
て
、
平

成
30
年
度
と
次
年
度
を
比
較
し

て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状
況

な
の
か
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る

本
町
の
対
応
も
含
め
て
質
問
し

ま
す
。

町
長　

大
町
町
で
は
、
「
子
育

て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
く
上
で
、
保
育
事
業

に
対
し
て
も
、
変
化
す
る
保
育

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
基
本
的
に
は

待
機
児
童
を
出
さ
な
い
よ
う
受

入
れ
体
制
を
作
り
、
出
来
る
限

り
の
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
30
年
度
と
新
年
度
の

比
較
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
本

年
度
の
3
歳
未
満
児
の
状
況

は
、
0
歳
児
の
定
員
が
6
人
に

対
し
13
人
、
1
歳
児
の
定
員
が

18
人
に
対
し
16
人
、
2
歳
児
の

定
員
が
18
人
に
対
し
32
人
と
、

0
歳
児
と
2
歳
児
で
、
定
員
を

大
幅
に
超
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
の
状
況
で
す
が
、
0

歳
児
は
6
人
に
対
し
3
人
、
1

歳
児
が
18
人
に
対
し
25
人
、
2

歳
児
は
18
人
に
対
し
18
人
と
、

1
歳
児
が
大
幅
に
定
員
超
え
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
大
町
保
育
園
は
、
建

設
当
時
、
主
に
3
歳
以
上
児
を

保
育
す
る
、
県
内
で
も
有
数
の

大
規
模
保
育
園
で
し
た
が
、
近

年
、
入
園
児
の
低
年
齢
化
に
伴

い
、
特
に
3
歳
未
満
児
を
対
象

と
し
た
受
入
れ
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
担
当
課
や
保
育
園

と
協
議
を
重
ね
、
30
年
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
0
歳
・
1
歳
児

を
発
育
の
状
況
に
応
じ
た
縦
割

り
保
育
と
し
て
ク
ラ
ス
編
成
を

見
直
し
、
2
歳
児
対
応
に
つ
き

ま
し
て
も
、
5
歳
児
を
1
ク
ラ

ス
、
2
歳
児
を
2
ク
ラ
ス
に
編

成
す
る
な
ど
の
配
置
を
含
め
、

受
入
れ
体
制
の
見
直
し
を
行

い
、
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

現
時
点
に
お
い
て
は
、
0
歳
・

1
歳
児
を
縦
割
り
保
育
と
し
て

ク
ラ
ス
編
成
を
し
、
待
機
児
童

を
出
さ
な
い
よ
う
体
制
づ
く
り

を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
町
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
藤
　
瀬
　
都
　
子

議
員　

①
本
町
で
は
、
戸
建
て

や
集
合
住
宅
等
が
水
道
を
引
く

場
合
、
本
管
経
由
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
負
担
は
、
全

部
個
人
負
担
な
の
か
、
バ
ル
ブ

の
次
の
メ
ー
タ
ー
か
ら
な
の
で

し
ょ
う
か
。
②
佐
賀
西
部
広
域

水
道
企
業
団
へ
の
事
業
統
合
ま

で
1
年
と
な
り
ま
し
た
。
本
町

と
し
て
、
残
り
の
時
間
で
ど
う

い
う
事
業
に
取
り
組
ま
れ
る
の

か
、
ま
た
、
そ
の
計
画
は
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
以
上
2
点
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

町
長　

①
宅
内
へ
給
水
す
る
た

め
に
、
水
道
本
管
か
ら
分
岐
し

た
給
水
管
及
び
、
給
水
装
置
の

工
事
費
に
つ
き
ま
し
て
、
大
町

町
水
道
使
用
条
例
第
21
条
に
規

定
し
て
い
る
と
お
り
、
基
本
的

に
は
、
本
管
分
岐
か
ら
個
人
の

全
額
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
本
管
か
ら
メ
ー

タ
ー
器
ま
で
の
間
で
、
不
可
抗

力
に
よ
る
漏
水
の
場
合
の
み
、

町
水
道
事
業
の
費
用
で
修
理
を

行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

生
活
環
境
課
長　

②
平
成
29
年

度
に
老
朽
管
更
新
計
画
を
策
定

し
、
平
成
30
年
度
か
ら
本
格
的

に
更
新
事
業
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

平
成
31
年
度
の
早
い
時
期

に
、
老
朽
管
更
新
計
画
に
基
づ

き
、
畑
ケ
田
地
区
の
配
水
管
布

設
替
工
事
を
実
施
す
る
た
め
、

予
算
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
再
度
、
国
道
34
号
に
歩
道
設

　
置
を
望
む

議
員　

以
前
、
歩
道
設
置
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
動
き
、
経
過
を
質
問
し
ま

す
。
運
転
中
に
危
険
な
状
態
を

目
撃
し
た
の
で
、
早
急
な
対
応

が
必
要
と
思
い
再
質
問
し
ま
し

た
。

町
長　

町
で
は
、
毎
年
国
道
34

号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
会
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で
「
自
転
車
歩
行
者
道
の
設
置
」

を
含
め
た
道
路
整
備
に
関
す
る

要
望
を
国
土
交
通
省
等
に
継
続

し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
提
案
活
動
の
効
果
が

あ
っ
て
、
畑
ケ
田
か
ら
上
大
町

間
の
歩
道
未
設
置
区
間
に
つ
い

て
、
早
期
事
業
化
を
図
り
た
い

と
の
佐
賀
国
道
事
務
所
か
ら
の

申
し
出
が
あ
り
、
地
権
者
の
同

意
を
含
め
た
要
望
書
を
昨
年
12

月
に
佐
賀
国
道
事
務
所
に
提
出

し
、
早
期
着
工
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
遊
歩
道
整
備
に
つ
い
て

議
員
　
大
谷
口
展
望
所
で
案
内

板
を
目
に
し
、
近
く
に
遊
歩
道

が
見
え
た
の
で
、
以
下
の
気
づ

い
た
3
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。
①
こ
の
遊
歩
道
は
設
置
さ

れ
て
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の

か
。
②
各
遊
歩
道
の
点
検
は
最

近
し
た
の
か
。
③
遊
歩
道
入
り

口
に
案
内
表
示
が
な
い
の
は
何

故
な
の
か
。

農
林
建
設
課
長
　
①
事
業
主
体

は
佐
賀
県
で
、
平
成
11
年
度
か

ら
平
成
14
年
度
の
4
か
年
間

で
、
生
活
環
境
保
全
林
整
備
事

業
で
整
備
さ
れ
、
設
置
後
16
年

か
ら
19
年
が
経
過
し
て
お
り
ま

す
。

②
遊
歩
道
の
全
路
線
の
点
検
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
一
部
の

路
線
に
つ
い
て
は
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
確
認
業
務
等
の
折
に
目
視

確
認
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

③
基
本
的
に
路
線
の
起
終
点
に

案
内
表
示
を
設
置
し
、
大
谷
口

展
望
所
付
近
の
延
長
が
短
い
路

線
に
つ
い
て
は
、
起
終
点
の
ど

ち
ら
か
に
案
内
板
を
設
置
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　
　
内
　
野
　
强
　
美

議
員
　
①
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
抜
本
的
な
見
直
し
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
。
②
返
礼
品
の
調

達
と
地
場
産
品
に
つ
い
て
。
③

家
電
や
商
品
券
と
い
っ
た
返
礼

品
の
考
え
に
つ
い
て
。
④
寄
附

金
募
集
の
適
正
な
実
施
の
規
定

に
つ
い
て
。
⑤
見
直
し
後
、
基

準
に
違
反
し
た
場
合
の
措
置
に

つ
い
て
。
以
上
5
点
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

町
長
　
①
政
府
は
今
国
会
に
上

程
し
た
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
の
中
で
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
の
改

正
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
改
正
案
の
内
容
は
、
返
礼
品

を
「
寄
附
額
の
3
割
以
下
の
地

場
産
品
」
に
限
定
す
る
と
規
定

し
、
6
月
以
降
、
こ
の
基
準
を

満
た
す
自
治
体
の
み
を
総
務
省

が
制
度
の
対
象
に
指
定
し
、
指

定
さ
れ
た
自
治
体
へ
の
寄
附
の

場
合
の
み
税
制
優
遇
が
受
け
ら

れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

②
地
方
税
法
改
正
案
の
中
で

は
、
地
場
の
区
域
が
ど
こ
ま
で

か
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は

示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

③
本
町
で
は
返
礼
品
と
し
て
の

取
り
扱
い
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

④
町
は
こ
れ
ま
で
も
、
基
準
に

則
り
、
ま
た
総
務
省
か
ら
の
指

導
に
沿
っ
て
「
寄
附
金
」
を

募
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
、

新
た
な
基
準
に
沿
っ
た
形
で

「
寄
附
金
」
を
募
集
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

⑤
「
返
礼
品
」
の
具
体
的
な
基

準
の
内
容
が
決
定
す
れ
ば
、
6

月
以
降
、
こ
の
基
準
を
満
た
す

自
治
体
の
み
を
総
務
省
が
「
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
」
の
対
象
に

指
定
し
、
指
定
さ
れ
な
か
っ
た

自
治
体
に
寄
附
を
し
て
も
税
制

優
遇
が
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
納
税
制
度
の
返
礼
及
び
産
業

　
振
興
の
検
討
に
つ
い
て

議
員
　
①
返
礼
品
に
よ
る
産
業

振
興
に
つ
い
て
。
②
特
産
品
開

発
に
つ
い
て
の
考
え
な
ど
に
つ

い
て
。
③
産
業
振
興
で
は
、
大

町
町
花
火
大
会
が
復
活
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
振
興
に
つ
い

て
。
④
小
・
中
学
校
の
学
校
給

食
無
償
化
に
よ
る
子
育
て
環
境

の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
。
以
上

4
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

町
長
　
①
農
業
・
商
工
の
振
興

や
地
域
活
性
化
に
資
す
る
取
組

み
と
し
て
、
大
町
産
品
の
販
路

拡
大
や
、
売
り
上
げ
の
増
加
に

繋
が
る
営
業
活
動
を
行
い
、
加

え
て
、
返
礼
品
の
協
力
事
業
者

に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
サ

ポ
ー
ト
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
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②
現
段
階
で
、
町
が
返
礼
品
の

充
実
を
図
る
目
的
で
、
特
産
品

の
開
発
を
行
う
こ
と
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

③
大
町
町
の
「
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
」
の
使
い
道
に
つ
い
て

は
、
産
業
振
興
だ
け
で
な
く
、

『
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事

業
』
、
『
教
育
に
関
す
る
事

業
』
、
『
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
事
業
』
、
『
福
祉
に
関
す
る

事
業
』
、
『
そ
の
他
町
長
が
認

め
る
事
業
』
と
、
5
つ
の
使
い

道
の
中
か
ら
寄
附
者
が
選
択
さ

れ
た
事
業
に
沿
っ
て
、
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
し
、
今
後
も
寄
付
者
の
意

向
に
沿
っ
た
形
で
、
様
々
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

④
31
年
度
当
初
予
算
で
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
、
多
子
世
帯
や
ひ

と
り
親
世
帯
に
対
す
る
支
援
や

準
要
保
護
世
帯
へ
の
支
援
と
し

て
、
減
免
を
継
続
し
な
が
ら
、

加
え
て
、
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実

と
、
提
供
日
数
の
増
加
を
図

り
、
そ
の
分
は
町
が
負
担
し
、

給
食
費
は
据
え
置
き
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
移
住
・
定
住
の
促

進
や
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽

減
等
、
更
な
る
支
援
が
必
要
で

あ
る
と
も
考
え
て
お
り
、
給
食

の
完
全
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

ち
ょ
う
ど
改
選
時
期
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
一
時
期
で
終
わ
る

こ
と
な
く
、
長
期
的
な
財
源
確

保
も
含
め
て
次
期
政
策
の
中

で
、
実
施
に
向
け
て
の
前
向
き

な
考
え
を
示
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
寄
附
金
の
使
途
に
つ
い
て

議
員　

①
ふ
る
さ
と
納
税
使
途

に
つ
い
て
、
一
部
の
使
い
方
の

明
示
を
。
②
地
域
産
業
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
、
町
民
参
加
活
動

な
ど
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動

を
行
っ
て
い
く
の
か
。
以
上
2

点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

企
画
政
策
課
長　

①
大
町
町
は

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
を

5
つ
の
使
い
道
に
沿
っ
た
事
業

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
様
々
な
分
野
で
3
億
５

８
８
０
万
円
ほ
ど
、
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
事
業
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業

で
は
、
妊
婦
の
経
済
的
負
担
軽

減
や
緊
急
時
の
対
応
の
た
め

に
、
外
出
す
る
際
の
交
通
費
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
『
大
町
町
妊
婦
タ
ク

シ
ー
利
用
料
助
成
事
業
』
等
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
に
関
す
る
事
業
で
は
、

小
学
部
3
年
生
か
ら
6
年
生
の

希
望
者
を
対
象
に
、
無
料
の
算

数
学
習
塾
を
週
1
回
開
き
、
児

童
の
学
力
向
上
を
図
る
『
公
設

無
料
算
数
塾
「
ま
ち
じ
ゅ
く
」
事

業
』
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

で
は
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た

地
域
住
民
が
、
地
域
の
公
民
分

館
等
を
活
用
し
、
社
会
奉
仕
活

動
、
教
養
講
座
開
催
活
動
等
を

主
体
的
か
つ
積
極
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
『
大
町

町
地
域
の
絆
づ
く
り
支
援
事
業
』

等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

福
祉
に
関
す
る
事
業
で
は
、

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
・
手
芸
・

園
芸
等
の
活
動
の
振
興
や
、
教

養
講
座
・
健
康
生
き
が
い
講
座

等
の
活
動
を
助
成
し
、
社
会
的

孤
独
感
の
解
消
や
自
立
生
活
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
『
高

齢
者
生
き
が
い
と
、
健
康
づ
く

り
活
動
助
成
』
等
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
町
長
が
認
め
る
事
業

で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
、
お

盆
で
帰
省
さ
れ
た
方
々
を
含
む

多
く
の
来
場
者
を
魅
了
し
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

『
花
火
打
上
』
並
び
に
『
ふ
る

さ
と
大
町
納
涼
ま
つ
り
』
等
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

②
今
後
も
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
」
の
使
い
道
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
様
々
な
分
野
で
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

寄
附
金
の
財
源
か
ら
事
業
を

　
始
め
た
法
人
の
役
割
に
つ
い
て

議
員　

①
受
注
増
に
対
応
し
、

返
礼
品
を
増
強
す
る
、
社
団
法

人
「
大
町
町
ま
ち
づ
く
り
振
興

会
」
の
役
割
に
つ
い
て
。
②
Ｐ

Ｒ
の
た
め
の
カ
タ
ロ
グ
な
ど
の

作
成
過
程
に
つ
い
て
。
以
上
2

点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

町
長　

①
一
般
社
団
法
人
「
佐

賀
県
大
町
町
ま
ち
づ
く
り
振
興

会
」
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
町

と
の
業
務
委
託
契
約
の
中
の
仕

様
書
に
業
務
内
容
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
は
、
主
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
業
務
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
業
務
の

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
推
進
業
務
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
に

関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業

務
及
び
委
託
業
務
、
大
町
町
の

紹
介
等
情
報
発
信
業
務
、
町

内
、
県
内
の
特
産
品
の
紹
介
、

販
売
、
販
路
拡
大
推
進
業
務
、

町
が
支
持
す
る
活
性
化
事
業
及

び
振
興
事
業
に
関
す
る
業
務
、

こ
の
他
、
前
各
号
に
掲
げ
る
業

務
に
附
帯
又
は
関
連
す
る
業
務

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
受
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注
増
へ
の
対
応
、
返
礼
品
の
増

強
等
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

企
画
政
策
課
長　

②
２
０
０
を

超
す
「
返
礼
品
」
の
中
か
ら
、

人
気
の
高
い
商
品
、
定
番
の
商

品
、
町
内
の
個
店
が
取
り
扱
う

商
品
等
を
厳
選
し
、
作
成
し
て

お
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
問
題

　
　
　
　
中
　
山
　
初
　
代

議
員　

国
民
健
康
保
険
は
、
国

民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
重
要

な
柱
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、

国
庫
負
担
の
引
き
下
げ
と
抑
制

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
国

保
加
入
者
の
貧
困
化
・
高
齢

化
・
重
症
化
が
進
む
な
か
、
国

保
税
の
高
騰
が
止
ま
ら
な
く

な
っ
た
た
め
に
、
全
国
知
事
会

は
「
協
会
健
保
並
に
国
保
税
を

引
き
下
げ
る
た
め
に
、
1
兆
円

の
国
庫
補
助
の
増
額
」
を
求
め

て
い
ま
す
。
本
町
で
も
高
す
ぎ

る
国
保
税
を
引
き
下
げ
、
保
険

証
が
全
員
に
届
く
よ
う
に
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
滞
納
を
理
由
に
保
険

証
を
取
り
上
げ
る
の
は
や
め
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

国
民
健
康
保
険
は
、
国

民
皆
保
険
制
度
の
中
核
を
担
う

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

一
方
、
制
度
の
仕
組
み
上
、
定

年
後
の
退
職
者
、
高
齢
者
や
低

所
得
者
が
多
い
と
い
う
構
造
上

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
税
の
賦
課

に
関
し
て
は
国
民
健
康
保
険
の

医
療
費
等
の
支
出
見
込
み
額
か

ら
国
・
県
・
町
及
び
前
期
高
齢

者
交
付
金
等
の
収
入
見
込
み
額

を
控
除
し
、
そ
の
差
引
が
保
険

税
賦
課
総
額
に
な
り
、
こ
れ
に

よ
り
県
が
標
準
保
険
税
率
を
算

定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
1
月
25
日
に
公
表

さ
れ
た
平
成
31
年
度
の
大
町
町

標
準
保
険
税
率
は
、
約
2
千
万

円
の
不
足
が
生
じ
、
県
内
で
2

番
目
に
高
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み

て
、
町
と
し
ま
し
て
も
、
国
保

運
営
協
議
会
で
の
審
議
の
中
で

も
、
医
療
費
の
適
正
化
に
取
組

み
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
の
健

康
に
対
す
る
意
識
改
革
を
促

し
、
健
康
増
進
や
健
診
受
診
率

の
増
加
に
努
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
つ
い
て
は
、

今
議
会
で
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
1
億
円
の
国
民
健
康

保
険
基
金
を
創
設
し
、
公
表
さ

れ
た
不
足
分
の
約
2
千
万
円
に

つ
い
て
は
、
基
金
を
使
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
大
町
町
独
自
の
激

変
緩
和
措
置
を
講
じ
、
現
行
の

税
率
で
据
え
置
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
国
保
税
の
厳
し
い
実

情
に
つ
い
て
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

次
に
、
滞
納
を
理
由
に
保
険

証
の
取
り
上
げ
を
や
め
る
よ
う

に
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
租
税

負
担
平
等
の
観
点
か
ら
、
税
金

は
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
滞
納
を
理
由

に
保
険
証
を
取
り
上
げ
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
通

常
の
納
付
が
困
難
な
方
に
つ
い

て
は
、
生
活
実
態
に
応
じ
た
納

付
相
談
を
受
け
て
、
分
納
誓
約

を
し
て
も
ら
い
保
険
証
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ「
わ
か
ば

　
学
級
」に
つ
い
て

議
員　

平
成
30
年
度
、
待
機
児

童
10
人
で
し
た
。
新
年
度
の
取

り
組
み
の
実
態
を
質
問
し
ま
す
。

町
長　

新
年
度
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
「
わ
か
ば
学
級
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
申
込
み
児
童
全

員
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、

定
員
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
年
々
で
申
込
み
者
数
が

変
動
し
ま
す
が
、
今
後
も
、
安

定
し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
大
町
温
泉
「
ひ
じ
り
乃
湯
」に

　
つ
い
て

議
員　

大
町
温
泉
「
ひ
じ
り
乃

湯
」
の
経
営
者
と
、
「
大
町
町

民
に
限
っ
て
、
温
泉
の
利
用
料

を
安
く
」
と
一
定
の
時
間
を
か

け
て
交
渉
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
結
果
報
告
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

町
長　

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て

は
、
祐
徳
温
泉
株
式
会
社
と
、

昨
年
の
6
月
か
ら
協
議
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
は
、
今
年
の
4
月

1
日
か
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
ま
ず
は
3
年
間
、
大
町
町

が
土
地
の
貸
付
料
を
半
額
１
６

０
万
円
程
度
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
大
町
温
泉
で
の
み
使
う
こ

と
の
で
き
る
10
枚
綴
り
の
回
数

券
を
４
５
０
０
円
で
、
大
町
町

民
に
限
り
販
売
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
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大
町
町
各
条
例
等
は
行
政
執

行
の
基
盤
で
あ
る
。こ
れ
ら
各

条
例
等
に
定
め
る
運
用
に
関

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
の
運
営

状
況
及
び
協
議
内
容
に
つ
い

て
質
問
し
、行
政
運
営
の
進
め

方
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
早
　
田
　
康
　
成

議
員
　
町
行
政
の
基
盤
と
な
る

各
条
例
等
に
係
る
業
務
運
営
に

際
し
、
次
の
審
議
会
等
を
抜
粋

し
、
審
議
・
協
議
内
容
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。
①
大
町
町
行

政
区
域
審
議
会
規
定
に
関
す
る

こ
と
。
②
大
町
町
若
者
定
住
化

促
進
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
。

③
大
町
町
男
女
共
同
参
画
計
画

検
討
会
議
に
に
関
す
る
こ
と
。

④
大
町
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
推
進
会
議
に
関
す
る
こ

と
。
⑤
大
町
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
設
置
に
関
す

る
こ
と
。
⑥
総
合
開
発
審
議
会

に
関
す
る
こ
と
。
⑦
大
町
町
社

会
教
育
委
員
会
条
例
に
関
す
る

こ
と
。
⑧
大
町
町
社
会
教
育
指

導
員
設
置
規
則
に
関
す
る
こ

と
。
⑨
大
町
町
公
民
館
設
置
及

び
管
理
条
例
に
基
づ
く
運
営
審

議
会
に
関
す
る
こ
と
。
以
上
、

条
例
等
は
政
策
実
現
の
手
段
と

し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
業
務
の
現
状
に
つ
い
て

質
問
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

提
案
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

町
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長
　
①
大
町
町
行
政
区
域
審

議
会
は
、
町
長
の
諮
問
に
応

じ
、
大
町
町
行
政
区
域
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
調
査
及
び
審

議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
平
成
17
年
10
月
1
日
付
け

で
、
委
員
12
名
を
委
嘱
し
、
平

成
17
年
10
月
6
日
か
ら
平
成
18

年
2
月
20
日
ま
で
の
間
、
4
回

の
会
議
を
経
て
、
行
政
区
域
の

見
直
し
や
、
駐
在
員
制
度
の
導

入
、
区
長
報
酬
総
額
の
削
減
等

に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
審
議
会
か
ら
は
、
平
成
17
年

10
月
21
日
に
、
行
政
区
域
を
色

分
け
し
た
「
行
政
区
分
割
図
」
、

区
長
の
上
に
駐
在
員
9
名
を
お

き
、
報
酬
総
額
を
40
％
削
減
し

た
「
駐
在
員
担
当
区
域
割
」
と

す
る
旨
の
答
申
書
が
提
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
臨
時
区
長
会
が
平

成
17
年
11
月
7
日
に
開
催
さ

れ
、
区
長
に
よ
る
意
見
交
換
、

討
議
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
区
長
会
で
は
、
財
政
面
に
お

い
て
町
に
協
力
す
る
が
、
性
急

な
駐
在
員
制
度
に
つ
い
て
は
、

駐
在
員
と
区
長
の
役
割
や
任
務

が
明
確
で
な
い
こ
と
か
ら
、
更

な
る
協
議
が
必
要
と
判
断
さ

れ
、
ま
た
、
平
成
18
年
3
月
に

区
長
交
代
が
あ
る
こ
と
か
ら
次

の
新
し
い
区
長
会
で
見
直
し
に

つ
い
て
論
議
し
、
行
政
区
の
再

編
成
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
あ
り
、
結
論
的
な
区
長

会
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

一
　
現
行
の
区
長
報
酬
額
の

40
％
を
削
減
す
る
。

二
　
当
面
、
現
在
の
31
区
長
で

運
営
す
る
。

三
　
駐
在
員
制
度
へ
の
移
行
に

つ
い
て
は
、
3
か
年
間
は

現
行
通
り
の
区
長
制
度
を

継
続
し
、
駐
在
員
制
度
に

つ
い
て
は
、
地
区
の
理
解

を
深
め
る
準
備
期
間
と

し
、
地
区
の
合
併
見
直
し

も
含
め
、
道
路
や
水
路
等

本
来
の
区
域
の
見
直
し
を

行
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
区
長
会
か
ら

提
示
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、

平
成
18
年
2
月
20
日
に
審
議
会

が
開
催
さ
れ
、
「
審
議
会
と
し

て
は
区
長
会
か
ら
の
提
示
を
尊

重
し
た
い
」
と
い
う
審
議
結
果

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

②
大
町
町
若
者
定
住
化
促
進
委

員
会
は
、
平
成
9
年
2
月
12
日

に
諮
問
が
さ
れ
て
お
り
、
12
名

の
委
員
で
、
平
成
11
年
2
月
11

日
ま
で
の
間
に
、
10
回
開
催
さ

れ
て
お
り
、
会
議
の
中
で
は
、

若
者
が
定
住
し
な
い
問
題
点
を

提
起
さ
れ
、
定
住
化
を
促
進
す

る
た
め
の
課
題
を
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
「
土
地
利
用
計

画
の
推
進
」
や
「
炭
住
地
域
の

開
発
推
進
」
等
の
10
項
目
で
検

討
が
な
さ
れ
、
平
成
11
年
3
月

2
日
付
け
で
、
「
本
町
の
町
有

の
資
源
、
立
地
条
件
、
地
域
の

特
性
を
見
出
し
な
が
ら
、
若
者

が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
住
環

境
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
、

定
住
化
に
も
つ
な
が
り
、
人
口

増
に
も
な
り
得
る
。
町
は
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
所
要
財

源
の
確
保
に
最
大
限
努
力
さ
れ

て
い
る
が
、
町
政
の
基
本
目
標

で
あ
る
『
思
い
や
り
、
美
し

さ
、
活
力
、
ふ
れ
あ
い
の
町
』

の
推
進
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
」
と
の
答
申
が
あ
っ
て
お

り
ま
す
。

③
大
町
町
男
女
共
同
参
画
計
画

検
討
会
議
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
計
画
策
定
時
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

平
成
21
年
4
月
13
日
か
ら
平
成

22
年
3
月
5
日
ま
で
の
間
、
9

回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
会
議
の

中
で
、
計
画
の
検
討
・
加
除
が

行
わ
れ
、
平
成
22
年
2
月
に

「
大
町
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」
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の
策
定
を
終
え
て
お
り
ま
す
。

④
大
町
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
推
進
会
議
に
関
し
ま
し

て
は
、
4
年
ほ
ど
前
の
総
合
戦

略
の
策
定
時
に
開
催
を
し
ま
し

た
が
、
平
成
27
年
7
月
30
日
か

ら
平
成
28
年
1
月
28
日
ま
で
に

5
回
開
催
し
て
お
り
、
「
大
町

町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
並
び
に

「
大
町
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
、
策

定
の
基
と
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
方
法
等
の
検
討
、
原
案
の
検

討
・
加
除
を
行
わ
れ
、
最
終
案

に
つ
い
て
の
承
認
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
7
月
26
日
に
は
、

「
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生

活
等
緊
急
支
援
交
付
金
事
業
」

の
効
果
検
証
を
行
い
、
事
業
の

成
果
に
つ
い
て
、
委
員
の
皆
様

に
確
認
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
ま
た
、
平
成
30
年
2
月
28

日
に
は
、
「
平
成
28
年
度
地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
事
業
」
並

び
に
平
成
27
年
度
の
「
地
域
活

性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
交
付
金
事
業
」
の
効
果
検

証
を
行
い
、
こ
の
事
業
の
成
果

に
つ
い
て
も
確
認
を
得
て
お
り

ま
す
。

⑤
大
町
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
は
、
平
成
27
年
2

月
27
日
か
ら
平
成
28
年
2
月
29

日
ま
で
の
間
に
、
6
回
開
催
し

て
お
り
、
「
大
町
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
及
び
「
大
町
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
の

原
案
を
検
討
・
作
成
し
、
「
推

進
会
議
」
で
討
議
さ
れ
た
意
見

を
受
け
て
検
討
・
加
除
を
行

い
、
更
に
「
推
進
会
議
」
で
の

最
終
案
の
承
認
を
得
た
の
ち
、

平
成
28
年
2
月
に
策
定
を
完
了

し
て
お
り
ま
す
。

⑥
総
合
開
発
審
議
会
は
「
大
町

町
第
4
次
総
合
計
画
」
の
策
定

に
あ
た
り
、
町
長
の
諮
問
に
応

じ
、
平
成
22
年
7
月
1
日
か
ら

平
成
23
年
5
月
20
日
ま
で
に
計

6
回
の
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、

委
員
に
よ
る
意
見
交
換
並
び
に

討
議
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
審
議
会
か
ら
は
、
平
成
23
年

2
月
28
日
に
「
大
町
町
第
4
次

総
合
計
画
基
本
構
想
」
に
つ
い

て
の
答
申
書
が
提
出
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
内
容
と
し
ま
し
て

は
、

一
　
本
計
画
の
趣
旨
を
広
く
住

民
に
周
知
徹
底
す
る
こ

と
。

二
　
効
率
的
・
効
果
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
。

三
　
関
係
機
関
等
と
の
緊
密
な

連
携
を
図
り
、
効
率
的
な

行
政
運
営
に
努
力
す
る
こ

と
。

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
後
期
基
本
計
画
」

の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成

27
年
12
月
25
日
か
ら
平
成
28
年

1
月
28
日
ま
で
に
計
3
回
の
審

議
会
を
開
催
し
、
委
員
に
よ
り

「
前
期
基
本
計
画
達
成
状
況
等
」

及
び
「
後
期
基
本
計
画
（
案
）
」

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
並
び
に

討
議
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
審
議
会
か
ら
は
、
平
成
28
年

2
月
25
日
に
答
申
書
が
提
出
さ

れ
て
お
り
、
答
申
の
内
容
と
し

ま
し
て
は
、
「
少
子
・
高
齢
化

へ
の
対
応
や
社
会
・
経
済
情
勢

の
変
化
な
ど
内
外
の
動
向
に
的

確
に
対
応
し
な
が
ら
、
基
本
構

想
で
定
め
た
将
来
像
を
効
果
的

に
実
現
す
る
た
め
、
後
期
（
平

成
28
年
度
〜
平
成
32
年
度
）
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

し
て
、
実
現
に
向
け
て
努
め
ら

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
」
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
長
　
⑦
条
例
で
公
民
館
運

営
審
議
会
委
員
を
も
っ
て
充
て

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
社
会
教

育
委
員
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

大
町
ひ
じ
り
学
園
校
長
、
読
み

語
り
サ
ー
ク
ル
代
表
、
大
町
煉

瓦
館
代
表
、
聖
太
鼓
の
会
代

表
、
学
識
経
験
者
の
5
名
の
方

に
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

会
議
は
、
年
2
回
、
定
例
で
開

催
し
て
お
り
、
社
会
教
育
予
算

の
審
議
、
各
種
事
業
の
立
案
、

社
会
教
育
関
係
団
体
へ
の
補
助

金
や
指
導
助
言
、
成
人
式
の
運

営
、
生
涯
学
習
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
会
議
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

定
例
教
育
委
員
会
へ
報
告
、
意

見
が
な
さ
れ
て
お
り
、
教
育
委

員
会
の
社
会
教
育
施
策
に
活
か

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑧
社
会
教
育
指
導
員
に
つ
い
て

は
、
現
在
設
置
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

　
定
例
教
育
委
員
会
で
の
審
議

の
結
果
、
社
会
教
育
に
関
す
る

指
導
、
相
談
、
社
会
教
育
関
係

団
体
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
現

状
、
教
育
委
員
会
事
務
局
在
籍

の
社
会
教
育
主
事
及
び
社
会
教

育
係
職
員
で
必
要
な
業
務
が
行

わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
社
会

教
育
指
導
員
を
置
か
な
い
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

⑨
公
民
館
運
営
審
議
会
は
、
公

民
館
の
管
理
・
運
営
、
各
種
事

業
の
企
画
実
施
を
目
的
に
、
社

会
教
育
委
員
の
会
議
同
様
、
年

2
回
、
定
例
で
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
主
催
講
座

の
立
案
、
読
書
活
動
推
進
、
研

究
、
調
査
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
会
議
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

館
長
が
公
民
館
運
営
に
活
か
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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本通
老友会

　12月7日、本通老友会の12月誕生会を大町温泉ひじり乃湯にて開
催いたしました。
　この日は司法書士の木原先生をお迎えし、会員のほか、友人、知人
を誘い相続に関するお話を約1時間にわたり勉強いたしました。参加
された方の今後に活かされる事と思います。
　本通老友会は年5～6回大町温泉ひじり乃湯で行い、おしゃべり、
カラオケ、踊りのほか、会員の健康を願い、親睦と融和を深めていま
す。(本通老友会　会長　井手勝洋）

地区の仲間と絆をはぐくむ

アイドル
わが家の

森　桜士くん 山田　稀偉くん

平成30年5月16日生まれ

おう し き  い

森　浩一さん
　　愛子さん のお子さん

平成30年6月
5月15日

【道金町】

大町保育園大町保育園

おいしいスナップエンドウ
沢山とれたよ～！！

おいしいスナップエンドウ
沢山とれたよ～！！

絆

左から池田ゆうきさん、水川りおんさん、
原田あいとさん、山口さきさん
左から池田ゆうきさん、水川りおんさん、
原田あいとさん、山口さきさん

にこにこ笑顔でみんなを癒して
くれるおうちゃん!
ご飯もりもり食べて姉弟仲良く
元気いっぱいすくすく育ってね!

平成30年5月25日生まれ
山田　直樹さん
　　　彩子さん のお子さん

【道金町】

毎日たくさんの笑顔をありがと
う!
これからもお兄ちゃんと仲良く
すくすく元気に育ってね!
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